
 

 

 

20 × 20 

「

行

雲

流

水

」

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

小

河

俊

紀

 

 
昨

年

（

２

０

２

１

年

）

末

に

、

か

な

り

収

束

気

配

だ

っ

た

新

型

コ

ロ

ナ

禍

が

、

年

明

け

か

ら

オ

ミ

ク

ロ

ン

株

に

置

き

換

わ

り

、

本

日

（

２

０

２

２

年

１

月

２

７

日

）

現

在

、

す

さ

ま

じ

い

勢

い

で

感

染

拡

大

し

て

い

ま

す

。

猛

毒

性

が

薄

い

と

は

言

え

、

不

気

味

な

怖

さ

に

違

い

は

あ

り

ま

せ

ん

。

 

 

そ

う

い

う

中

で

、

ス

ト

レ

ス

と

運

動

不

足

解

消

の

た

め

に

、

継

続

的

な

散

歩

は

欠

か

せ

ま

せ

ん

。

 
 

Ｏ

Ｂ

会

の

皆

様

も

（

多

分

）

そ

う

で

し

ょ

う

。

 

 

●

面

白

い

雲

 

上

の

写

真

は

、

昨

年

１

１

月

１

０

日

の

午

後

に

、

地

元

春

日

部

の

田

ん

ぼ

道

を

散

歩

中

に

見

か

け

た

巨

大

な

鳥

形

状

の

雲

で

す

。

 

ク

レ

ヨ

ン

し

ん

ち

ゃ

ん

で

有

名

な

春

日

部

市

は

、

東

京

都

心

通

勤



 

 

 

20 × 20 

者

が

多

く

、

か

な

り

都

会

的

な

街

で

は

あ

り

ま

す

が

、

東

西

に

横

断

す

る

国

道

１

６

号

線

を

境

に

、

北

側

は

長

閑

な

田

園

風

景

が

広

が

り

、

散

歩

に

は

う

っ

て

つ

け

の

コ

ー

ス

で

す

。

 

 

●

飛

行

機

雲

 

 

明

け

て

、

今

年

２

０

２

２

年

１

月

１

５

日

午

前

、

今

度

は

最

寄

り

の

東

武

野

田

線

南

桜

井

駅

付

近

で

、

別

の

面

白

い

雲

を

見

か

け

ま

し

た

（

左

上

写

真

）。 

ジ

グ

ザ

グ

模

様

の

雲

で

す

。

飛

行

機

の

航

跡

が

作

り

出

す

飛

行

機

雲

の

よ

う

で

す

。

自

衛

隊

の

訓

練

飛

行

が

あ

っ

た

の

で

し

ょ

う

か

？

 

 

ネ

ッ

ト

で

検

索

す

る

と

、

飛

行

機

が

交

錯

す

る

と

、

こ

の

よ

う

な

飛

行

機

雲

は

発

生

す

る



 

 

 

20 × 20 

よ

う

で

す

。

（

引

用

写

真

：

BE
I
Z 
Bim

a
g
e
s

）

 
し

か

し

、

そ

の

二

か

月

前

に

巨

大

な

鳥

雲

を

目

撃

し

た

私

に

は

、

鳳

凰

（

ほ

う

お

う

）

が

大

空

を

飛

び

ま

わ

っ

た

跡

の

よ

う

で

し

た

。

 

●

散

歩

の

効

用

 

散

歩

を

す

る

と

、

目

線

は

自

然

に

空

を

見

上

げ

る

こ

と

が

多

く

な

り

、

そ

の

た

め

か

、

雲

の

様

々

な

姿

に

連

想

力

が

膨

ら

む

よ

う

で

す

。

私

の

よ

う

な

無

粋

な

人

間

で



 

 

 

20 × 20 

も

、

し

ば

し

詩

人

に

な

り

ま

す

。

 

か

の

有

名

な

詩

人

高

村

光

太

郎

は

、

雲

に

つ

い

て

、

詩

を

残

し

ま

し

た

。

（

引

用

写

真

：

B
Zw
a
n
ic
h
iBO

n
lin
e

）

 

●

行

雲

流

水
 

１

１

世

紀

後

半

の

中

国

北

宋

で

活

躍

し

た

詩

人

蘇

軾

（

そ

し

ょ

く

）

は

、

『

謝

民

師

推

官

与

書

（

し

ゃ

ん

み

ん

し

す

い

か

ん

に

与

う

る

の

書

）
』

の

中

で

、

文

を

成

す

極

意

と

し

て

「

行

雲

流

水

」

と

例

え

ま

し

た

。

文

章

に

は

始

め

か

ら

決

め

ら

れ

た

形

は

な

く

、

自

然

の

成

り

行

き

に

ま

か

せ

、

心

の

思

う

ま

ま

に

筆

を

走

ら

せ

て

い

く

こ

と

で

、

良

い

文

章

が

生

ま

れ

る

。

自

然

で

、

あ

り

の

ま

ま

の

状

態

や

、

執

着

心

や

先

入

観

を

持

た

な

い

効

用

を

示

す

諺

の

よ

う

で

す

。

 

（

参

照

先

：

小

学

館

公

式

サ

イ

ト

「

Bo
m
m
a
n
i

」
） 

 

ア

ナ

雪

風

に

言

え

ば

、

 

「

あ

り

の

ま

ま

で

」

と

 
 

い

う

こ

と

で

し

ょ

う

か

。

 

 

と

て

も

深

く

、

と

て

も

実

践

が

難

し

い

。

（

了

）

 
 


